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「　　　　」
姉妹誌今月から渋滞学の西成先生7 Vol.44 No.7 2016

病気のはなし
急性肝炎（ウイルス性肝炎） 鈴木文孝
技術講座
血液
　血球計数検査
　偽高値，偽低値を見逃さないために 盛合亮介，他
遺伝子・染色体検査〔step up 編〕
　マイクロアレイ染色体検査概論 山本俊至
生理〔step up 編〕
　造影超音波による肝腫瘍の診断 大川和良
フォーカス
尿路結石の発症における遺伝因子と環境因子
　 海野　怜，他
ワンポイントアドバイス
感染防止対策加算をとるために 奥川　周
オピニオン
保険診療におけるコンパニオン診断検査 登　　勉
やなさん。19
Kimono de Kyoto！ 柳田絵美衣
忘れられない症例から学ぶ超音波検査⑪
心サルコイドーシス（sarcoid cardiomyopathy） 飯伏義弘
疾患と検査値の推移
特発性血小板減少性紫斑病（ITP） 高蓋寿朗

臨床検査のピットフォール
自動血球計数装置で髄液・体腔液を
　測定する際のピットフォール 小笠原篤，他
臨床医からの質問に答える
自動分析機からの生化学・血算などの数値データの検査結
果について，前回値との乖離はどのようなアルゴリズム
で自動検出されるのですか？ 酒本美由紀

読者質問箱
心房細動の心電図での ST評価や心室性期外収縮と
　変行伝導の区別の仕方を教えてください 和田悠子

今月の表紙/ラボクイズ/過去問 deセルフチェック！/他

■『検査と技術』2016 年（13 冊）（増刊号含む）
　定価：本体 1,500 円＋税
　年間購読料：
冊子版：本体 21,600円＋税，冊子＋電子版/個人：本体
26,600 円＋税，電子版/個人：本体 21,600 円＋税

人の心に寄り添う医療人になる・7
万物は渋滞する
～「行動，言葉，思考，人，社会」流れを止めない～・1

　 西成活裕，他

「検査と技術」誌は，入職後数年内の臨床検査技師を主な読者対象としています．できるだけやさしく，わかりやすい解
説での誌面構成を心がけています．

「人の心に寄り添う医療人になる」2016 年注目の連載

【本連載の形式】　各界で著名な先生方への山
さん

藤
どう

賢
まさる

先生（昭和医療技術専門学校
学校長）のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニ
ケーション，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さ
んの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきます．対談のなか
で，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の“共振のポイント”と
して解説を加えていただきます．

【本連載の紹介】
第 1回   「医療人としての感性を高める～「感じる」を「信じる」，そし

て「考える」～ということ」　
 山藤　賢（昭和医療技術専門学校学校長）
第 2～4回 「自分を信じる，仲間を信じる」
 佐々木則夫（プロサッカー監督）×山藤　賢
第 5，6回 「伝統と革新を生きる」
 市川染五郎（歌舞伎役者，俳優）×山藤　賢
第 7～9回  「万物は渋滞する～「行動，言葉，思考，人，社会」流れを止め

ない～」
 西成活裕（東京大学先端科学技術研究センター）×山藤　賢

昭和医療技術専門学校学校長

山
さん

藤
どう

　賢
まさる

（インタビュアー）

　山藤（さんどう）：西成先生とは，8年ほど前で
すかね，早朝の勉強会で知り合って以来の大
ファンで，それ以降親しくさせていただいてお
ります．数学・物理をご専門とし，私は日本で
も最高の頭脳のもち主の一人と尊敬しておりま
すが，そのような理系学者であるにもかかわら
ず，人間の本質的な部分を追及し，多様性を
もって社会に対して優しい提案をされる先生
に，そこはかとない期待を感じて大好きなんで
す．一昨年には，私が大会長を務めた第 9回日
本臨床検査学教育学会学術大会（2014 年 8 月
20～22 日）で，「急がば回れの教育論」という
タイトルでご講演いただき，会場は立ち見も出
るほどの超満員で大好評でした．本日は「東京

〔本連載の形式〕各界で著名な先生方への山藤先生のインタビュー（対談）にて，組織で働くこと，チーム内でのコミュニケーショ
ン，教育，臨床検査技師としての知識・技術の継承と向上，患者さんの心・命，自分の人生の役割などについてお話いただきま
す．対談のなかで，山藤先生が感じた医療とのつながりの部分を，心の「共振」ポイントとして解説を加えていただきます．

大学先端科学技術研究センター教授」という
『日本の最高峰の理系頭脳』にあえて『情緒的
なことを聞く』ことを目的に参りました（笑）
　西成：おっと，そうなんですね（笑）
　山藤：本日の対談も大変楽しみです．
　編集室：それでは，よろしくお願いします．

「渋滞学」とそのきっかけ

　編集室：西成先生は「渋滞学」という領域の
開拓者であり，日本の第一人者でいらっしゃい
ます．テレビなどでも，連休の渋滞の話題にな
るといつも先生が出演されていますね．大変著
名な先生なのでご存じの読者の方も多いのでは
ないかと思いますが，はじめに，「渋滞学」に

東京大学先端科学技術研究センター教授
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西成活裕（にしなり　かつひろ）氏 プロフィール
1967年東京都生まれ．東京大学大学院工学系研究科博士課程修了，博士（工学）の学位を取得．その
後，山形大学，龍谷大学，ドイツのケルン大学理論物理学研究所を経て，現在は東京大学先端科学技術
研究センター教授．ムダどり学会会長，ムジコロジー研究所所長などを併任．専門は数理物理学．さま
ざまな渋滞を分野横断的に研究する「渋滞学」を提唱し，著書「渋滞学」（新潮選書）は講談社科学出版賞
などを受賞．国際雑誌 Journal of Cellular Automata 編集委員，2010年内閣府イノベーション国際共同
研究座長，文部科学省「科学技術への顕著な貢献2013」に選出される．日本テレビ「世界一受けたい
授業」に多数回出演するなど，多くのテレビ，ラジオ，新聞などのメディアでも活躍している．

第 7回

万物は渋滞する
～「行動，言葉，思考，人，社会」流れを止めない～・1
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